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●人口／148,234 人（男／72,504 人　女／75,730 人）　●世帯数／65,446 世帯　●面積／11.51H （平成 25年 2月 1日現在）

協力／コミュニティキャンパス浦和　浦和お宝探検隊協力／コミュニティキャンパス浦和　浦和お宝探検隊

　埼玉県立浦和中学校／埼玉県写真帖（大正10年発行） 国立国会図書館蔵　埼玉県立浦和中学校／埼玉県写真帖（大正10年発行） 国立国会図書館蔵

　明治28年、鹿島台と呼ばれた地の一画（現在の埼玉県知事公

館周辺）に設立された埼玉県第一尋常中学校は、学校制度の変

遷により埼玉県第一中学校に改称され、明治34年には浦和中学

校となって通称「浦中」と呼ばれるようになりました。昭和12年、現

在の校地に移転し、昭和23年に浦和高等学校となります。

　尋常中学校当時に定められた校訓「尚文昌武」の精神は今も

受け継がれ、明治39年に制定された校歌の一節「校舎の礎動き

なき 我が武蔵野の鹿島台」もなお歌い継がれています。

　鹿島台の街並みと浦中は、昭和2年から「少年倶楽部」に連載さ

れた小説「あゝ 玉杯に花うけて（佐藤紅緑著）」の舞台となりました。
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旧制浦和中学校

　現在の埼玉県立浦和高等学校　現在の埼玉県立浦和高等学校

　浦中発祥の地の碑
「ここに浦中ありき」
（創立100年を記念して
埼玉県知事公館南側に設置）
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